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平
成
27
年
4
月
よ
り
同
愛
記
念
病
院
健
診
セ
ン

タ
ー
に
赴
任
致
し
ま
し
た
吉
田
委
子
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
同
愛
記
念
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
20
年
5

月
、
病
院
の
管
理
棟
3
階
に
新
た
に
健
診
用
の
施
設
と

し
て
設
立
さ
れ
て
以
来
、
半
日
ド
ッ
ク
、
1
泊
ド
ッ
ク
、

2
泊
ド
ッ
ク
、
一
般
健
診
等
を
専
門
的
か
つ
効
率
的
に

実
施
し
て
お
り
、
年
間
約
6
0
0
0
人
の
方
々
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
わ
が
国
に
お
け
る
三
大
死
因
で
あ
る
悪
性
新
生
物

（
が
ん
）・
心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
は
、
40
歳
前
後
か
ら

急
激
に
患
う
こ
と
が
多
く
な
り
、
全
死
因
の
6
割
近

く
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
疾
患
に
よ

る
死
亡
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
は
、
個
人
個
人
の
健
康

に
対
す
る
意
識
を
高
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
人
間
ド
ッ
ク
・
健
康
診
断
は
ご
自
身
の
健
康
状
態
を

認
識
す
る
最
も
有
効
な
手
段
で
す
。

　
心
臓
病
や
脳
血
管
障
害
を
引
き
起
こ
す
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
早
期

に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
、
早
い
段
階

か
ら
の
治
療
に
よ
り
健
康
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
胃
が
ん
や
大
腸
が
ん
に
つ
い
て
は
、
人
間
ド
ッ

ク
で
発
見
さ
れ
る
7
、
8
割
が
早
期
が
ん
と
報
告
さ

れ
て
お
り
、
が
ん
も
早
い
時
期
に
発
見
で
き
れ
ば
完

治
可
能
で
す
。

　
同
愛
記
念
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー
で
は
地
域
医
療
に

貢
献
し
、
皆
様
の
健
康
増
進
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て

れ
ば
と
願
い
、
1
年
に
1
度
の
人
間
ド
ッ
ク
、
健
康
診

断
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　
受
診
者
様
の
健
診
情
報
の
継
続
管
理
を
通
し
、
人

間
ド
ッ
ク
で
は
検
査
結
果
を
で
き
る
だ
け
当
日
に
説
明

し
、
必
要
に
応
じ
て
生
活
指
導
を
行
い
、
生
活
習
慣
病

の
一
次
予
防
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
病
院
併
設
の

セ
ン
タ
ー
で
す
の
で
、
人
間
ド
ッ
ク
・
健
康
診
断
で
異

常
が
認
め
ら
れ
た
場
合
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
可
能
で

す
。
セ
ン
タ
ー
で
も
全
科
共
通
の
電
子
カ
ル
テ
を
使
用

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
人
間
ド
ッ
ク
・
健
康
診
断
で
実

施
し
た
検
査
デ
ー
タ
・
画
像
を
外
来
受
診
時
に
参
照
で

き
、
ス
ム
ー
ズ
な
精
密
検
査
・
治
療
を
行
え
ま
す
。

　
ま
た
、
お
忙
し
い
方
の
た
め
に
、
午
前
中
に
検
査
が

全
て
終
了
す
る
よ
う
に
検
査
を
組
み
込
ん
で
お
り
（
人

間
ド
ッ
ク
の
オ
プ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
は
後
日
再
来
し
て

い
た
だ
く
事
も
ご
ざ
い
ま
す
）、
土
曜
日
午
前
の
受
診

も
可
能
で
す
。
半
日
ド
ッ
ク
よ
り
も
も
っ
と
精
密
に
検

査
を
受
け
た
い
方
に
は
、
病
院
近
隣
の
第
一
ホ
テ
ル
両

国
に
宿
泊
し
な
が
ら
の
1
泊
ド
ッ
ク
、
2
泊
ド
ッ
ク
も

ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　
健
康
診
断
結
果
報
告
書
や
所
見
の
見
方
に
つ
い
て
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
定
期
的
に
見
直
し
、
受
診
者
様
が
見

や
す
く
分
か
り
や
す
い
よ
う
工
夫
し
て
お
り
ま
す
。

宿
泊
ド
ッ
ク
（
1
泊
、
2
泊
）、
半
日
ド
ッ
ク
、
生
活

習
慣
病
健
診
、
定
期
健
診
、
事
業
者
健
診
、
特
定
健

診
（
被
扶
養
者
）、
墨
田
区
健
診
（
墨
田
区
民
国
保
特

定
健
康
診
査
、
75
歳
以
上
健
診
）、
墨
田
区
胃
が
ん
検

診
（
バ
リ
ウ
ム
の
み
）、
墨
田
区
大
腸
が
ん
検
診
（
便

潜
血
の
み
）

　
詳
し
い
検
査
項
目
、
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
、
料
金
に
つ

い
て
は
当
セ
ン
タ
ー
に
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
当
セ
ン
タ
ー
は
完
全
予
約
制
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
管
理
棟
3
階
健
診
セ
ン
タ
ー
に
直
接
お
越
し
い
た

だ
く
か
、お
電
話
に
て
お
早
め
に
ご
予
約
く
だ
さ
い（
同

愛
記
念
病
院
の
診
察
券
を
お
持
ち
の
方
は
、
事
前
に
ご

用
意
い
た
だ
く
と
ス
ム
ー
ズ
で
す
）。

　
ご
利
用
く
だ
さ
る
受
診
者
様
の
健
康
管
理
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
に
、
ま
た
1
人
ひ
と
り
に
ご
満
足
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
に
、
質
の
高
い
健
診
を
目
指
し
て
今
後

と
も
さ
ら
に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

健
診
セ
ン
タ
ー
の
ご
紹
介�

健
診
セ
ン
タ
ー
医
師 

吉
田 

委
子

健診センタースタッフ

●
施
設
の
特
徴

●
当
セ
ン
タ
ー
で
取
り
扱
っ
て
い
る
健
康
診
断

受
付
時
間
：
月
曜
～
金
曜
　
13
：
00
～
16
：
30

お
問
い
合
わ
せ
先
：
0
3ｰ

3
6
2
5ｰ

6
3
8
1
（
代
表
）

検査中

問診中採血の様子

病気予防には
年に1度は人間ドック、

健康診断を
受診しましょう



　耳鼻咽喉科は、耳・鼻・口腔・咽頭・喉頭を対象とし
た診療科で、一言で言えば、首から上で眼と脳を除いた
部分を対象としております。狭い領域ではありますが、難
聴やめまいなどの神経性疾患、急性扁桃炎などの急性
炎症性疾患、慢性副鼻腔炎などの慢性炎症性疾患、喉
頭がんなどの腫瘍性疾患など、対象疾患は多岐にわたり
ます。それらの治療では、耳鼻咽喉科が主体となること
が基本ではありますが、眼科、神経内科、皮膚科、内科、
小児科、外科、整形外科、婦人科、神経科および放射
線科と、何らかの形で他の診療科との連携が必要となる
ことも稀ではありません。ここでは、外来診療で最も多い
訴えである『めまい』を取り上げます。
　耳疾患に由来する『めまい』では、①眼が回り開眼
できない ②頭を動かすと眼が回る ③耳がつまった感じや
耳鳴りがする ④良くなったり悪くなったりを繰り返すなどの
特徴があります。一方で、緊急処置を要する脳梗塞や
脳出血による『めまい』では、①意識消失 ②発音がう
まくできない ③ものが二重に見える ④片側性の手足顔
面の痺れ ⑤突然の後頭部痛 ⑥ふらつきが強いために
立てない、などの症状を伴うことが多く、これら諸症状は
覚えておきましょう。また、『めまい』の中では『立ちくらみ
（急に立ち上がった際に、眼の前が暗くなり体の力が
抜ける）』も多く、原因としては不整脈や低血圧、胃十二
指腸潰瘍からの出血や子宮筋腫を原因とする貧血などが

挙げられます。背骨の変形や筋力の低下が原因となる
『めまい』では、グラグラ・フラフラといった浮動性のめま
いが主体となります。問診や診察、検査などの過程にお
いて、常に各診療科との連携を考える典型例です。
　耳鼻咽喉科で対応している疾患には、慢性副鼻腔炎
が原因と考えられる頭重感や慢性咳

が い

嗽
そ う

、顔面神経麻痺、
頸部腫瘤や睡眠時無呼吸など、意外と知られていないも
のも含まれております。『この症状は耳鼻科と関係がある
のかしら』と思われることがございましたら、耳鼻咽喉科窓
口に一声かけていただければと思います。
　耳鼻咽喉科外来では医師3名を中心に、看護師、メ
ディカルクラーク、検査技師が連携して診療に当たってお
ります（写真参照）。一般外来は、月曜日から土曜日の
午前中で、2医師体制で対応しております。原則的には
外来予約制ですが、救急搬送の受け入れも行っており、
また緊急処置や緊急入院が必要となる患者さんも来院さ
れますので、お待ちいただくこともあります。ご理解いただ
けますようお願い致します。
　外来診療に当たっては、言葉のみに頼らず視覚に訴え

（画像、局所所見、検査結果）、より深い理解が得られる
病状説明に心懸けると共に、最新のガイドラインに基づ
いた治療の提供を行ってまいります。より特殊な検査が
望ましいと判断された場合は、その専門性に鑑み、他病
院との連携の下ご紹介させていただくこともあります。
　家族ぐるみで受診していただける診療科を目指し、ス
タッフ一同努力してまいります。
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同 愛 記 念 病 院
〒130-8587 東京都墨田区横網2丁目1番11号
TEL. 03-3625-6381（代）　FAX. 03-5608-3211

JR総武線 両国駅（西口）から徒歩7分
都営地下鉄浅草線 蔵前駅から徒歩10分
都営地下鉄大江戸線 両国駅から徒歩5分
●都営バス　（錦糸町〜大塚駅）石原1丁目停留所から徒歩3分

■交通案内

● 次回は2016年5月（第37号）発行予定になります。

同愛記念病院は地域の要請をふまえ地区の基幹病院として親切で適切な医療を提供し社会に貢献します。同愛記念病院の理念

　�循環器内科、血液内科、糖尿病・代謝内科、腎臓内科、消化器内科、神経内科、
一般内科、神経科・精神科、アレルギー呼吸器科、小児科、外科、整形外科、形成外科、
皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、リハビリテーション科、放射線科、麻酔科

〈診療科目のご案内〉

〈病床数〉403床

当院では外来予約制です。
初診/（月〜金）午前8時30分〜正午（紹介状のある方は午後3時）
　　��（土）　���午前8時30分〜午前11時
再診/ご予約のない方：自動再来受付機にて午前8時〜正午
　　��次回のご予約は診察後にお申し込みください。
休診日/日曜日、祝日、年末年始（12月29日〜1月3日）

耳鼻咽喉科よりこんにちは 耳鼻咽喉科部長　齊藤 孝夫

今回は、耳鼻咽喉科の紹介です。 聴力検査外来風景

医師スタッフ


